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小型脳波計、睡眠脳波の自動解析、深層学習

睡眠評価のゴールドスタンダードとされて
いる睡眠ポリグラフ（PSG）は測定や判定に
コストや時間がかかるため、小型脳波計と機
械学習を用いて睡眠を自動判定する機器が開
発されています。

深層学習を用いた睡眠脳波解析は高い判定
精度が示されています。しかし精神疾患患者
の睡眠は健常人とは異なる特性を持つため、
健常人の教師データで学習したモデルを用い
ると自動解析の性能が低下してしまいます。

株式会社プロアシストと秋田大学の共同研
究により、精神疾患患者の睡眠を自動判定す
る深層学習モデルを開発しています。脳波検
査技師がPSGを視察判定した際の技師間の一
致率に近い精度を得られています。

装置、デバイス

・精神疾患患者の睡眠モニタリング

・精神疾患や睡眠障害の新たな診断機器の開発

高精度な睡眠脳波測定を在宅で簡便に行う
ことができ、精神疾患患者の縦断的な睡眠
評価が可能になります。

睡眠ステージのAI自動解析の精度向上
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⼩型脳波計
SleepGraph

・Fp2-A1, LEOG-EMGの2チャンネルの
0-39Hzの周波数パワーを1秒単位で計算

・前後2エポックを加えた30秒×5エポック=150、40Hz×2chで
150⾏×80列×1のデータをCNNに⼊⼒

簡易睡眠脳波のAI⾃動解析

精神疾患におけるウェアラブルデバイスの
睡眠判定精度検証

PSGの代替指標としての信頼性、妥当性検証

精神疾患レジストリの第1層及び第2層情報との横断的関連

縦断追跡⽤デバイス及び睡眠・⽣活リズムの特徴量の選定

M S1

各ウェアラブルデバイスによる睡眠・覚醒の判定精度

感度 特異度

SleepGraph
0 . 95 ( 0 . 07 )

[0 . 93 ,  0 . 97 ]

0 . 76 (0 . 17 )

[0 . 71 ,  0 . 81 ]

Fitb it Sense
0 . 95 ( 0 . 04 )  

[0 . 94 ,  0 . 96 ]

0 . 45 (0 . 23 )  

[0 . 38 ,  0 . 51 ]

MTN-220/221
0 . 93 ( 0 . 09 )  
[0 . 90 ,  0 . 96 ]

0 . 40 (0 . 24 )  
[0 . 33 ,  0 . 47 ]

精神疾患患者を対象とした縦断追跡⽤デバイスの
精度検証

Ø 各デバイスとも感度は⼗分であったが、特異度については

簡易型脳波計SleepGraphが優れていた。

Ø  Fitb it Senseは継続的に睡眠構築や⼼拍データを追

跡できる点、MTNは装着アドヒアランスが⾼く活動・休⽌

リズムを評価できる点、など機器固有の⻑所があった。

機械学習の
教師データ

技師との判定⼀致率 (% )
同じデータセットでの
技師間⼀致率（ % ）

現⾏（ 健常者） 64 . 39% 74 . 30%

精神疾患患者 70 . 93% 72 . 62%

精神疾患患者
（ AHI < 20）

72 . 80% 73 . 20%

睡眠評価報告書 氏名報告日： 2020/08/26

被験者情報

チン イエ ID HH01 年齢 23 性別 女性 検査日 2020/08/07

あなたの睡眠偏差値

あなたの睡眠タイプ

快眠タイプのあなたは・・・

非常に質の良い睡眠がとれていま

す。今の生活習慣を維持するよう心

がけましょう。

快眠タイプ

項目 解説 結果 判定 所見

睡眠時間

寝つき

中途覚醒

睡眠効率

睡眠リズム

眠りの深さ

入眠から最終覚醒までの時

間

消灯（就寝）から入眠まで

の時間（入眠潜時）

睡眠時間中の覚醒総時間

睡眠時間の中で実際に寝て

いる時間の割合

ノンレム睡眠とレム睡眠の

リズムサイクル

深い睡眠（N3）の時間

476.5 分 A
標準的な睡眠時間が確保できています。

C
標準的な時間で入眠できています。

17.0 分

1.0 分

99.8 %

84.5 分

A

A

A

A

中途覚醒はほぼありません。

十分に良好な効率で眠れています。

十分に良好な睡眠リズムで眠れています。

十分にぐっすりと眠れています。
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株式会社プロアシスト

W：覚醒 R：レム睡眠

N1：ノンレム睡眠（浅睡眠） N2：ノンレム睡眠（浅睡眠） N3：ノンレム睡眠（深睡眠）

UN：判定不能

睡眠経過図（ヒプノグラム）の見方

分析結果の見方

コメント

１．分析結果 ２．睡眠経過図（ヒプノグラム）

1.1.0  -version 1.3.4

睡眠時間

A

寝つき

C

中途覚醒

A

睡眠効率

A

睡眠リズム

A

眠りの深さ

A


